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示される。引き続いて、第 2 章~4 章において、 1525年の反教権主義的騒擾、 1530-33年の宗教改革運動、
1533-34年の諸宗派分裂と再洗礼派運動、の事件の経過と運動の構造、全体像が段階的に分析され、提
示される。第 5 章では、それを踏まえて、三段階の社会運動が通時的に考察され、次のような全体像が
提示される。ミュンスターの社会運動は、まず住民の一部が非公式な実質的合意を結ぶことによって始
まり、これらの実質的合意がギルドの形式的合意の内容に盛り込まれる。そして、ギルド幹部が市参事
会にその要求を受け入れさせることによって、この合意が市参事会により形式的合意として実行され
る。この合意の内容が都市の住民全てに認められることはないが、彼らが公に反対の意志を表明しない
場合は、この形式的合意は、非公式な領域での全住民の実質的合意として機能する。しかし、たとえ少
数派でも、この形式的合意に反対し、敵対行動を継続する場合、都市の公式な領域で結ぼれた形式的合
意は機能せず実質的合意は崩れる。この社会運動の進展過程では、都市内の様々な集団が自身の役割を
果たすために様々な主張や行動を行う。その際、社会運動がいかに進展するかは、都市の統治機関の命
令や決定、多人数による大規模な集合行動だけではなく、少人数による小規模な集合行動によっても大
きな影響を受ける。彼らの要求や行動の根拠は公共の福利への配慮で、あるが、彼らは、公共の福利理念
の多面性を利用し、自らの目的や利益を正当化していた。そしてそのような彼らの行動が、相互に影響
し合って、社会運動の進展を様々に変えていった。それを受けて第 6 章では、都市ミュンスターの社会
運動の複雑性をある程度整理した形で明らかにしたことが本論文の意義として確認される。
本論文は、研究史を的確に整理した上で、公刊・未公刊の大部の関連史料を網羅的に分析し、ミュン
スターの一連の社会運動の全体像を高度に実証的かっ理論的に解明したもので、ミュンスター再洗礼派
運動史研究のみならず、都市宗教改革史研究の進展にも寄与するところ大なるものがある。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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